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　古くから、農業にとって昆虫とのかかわりは深く、特に、

農作物に害を与えるいわゆる農業害虫の防除は農業を

営む上で重要な位置を占めてきました。インベントリー

展示館の昆虫展示では、農業環境の構成要素のひとつで

ある昆虫についての基本的な事項を解説し、農業環境と

昆虫の関わりを中心に紹介しています。

　農業環境に生息する昆虫は意外にたくさんいます。そ

の一例として農業環境変動研究センターとその周辺で採

集された昆虫の標本を展示しています。また、農業環境に

おける生物の多様性を示す例として、水田の畦畔（けい

はん）で採集したカメムシ類の標本をその拡大画像や解

説とともに展示しています（図1）。そして、農業ともっとも

密接に関わる農業害虫や、その天敵生物に代表される益

虫について標本と解説パネルで説明しています。展示の

中では、「害虫･益虫･ただの虫」と銘打って、害虫や益虫

だけでなく、それ以外の昆虫が農業生態系の中で重要な

役割を担っていることを紹介し、農業生態系のバランス

について考える一助としています。

　そのほか、外来昆虫や里山の昆虫の展示、昆虫のグ

ループ分けについて標本を用いた解説、標本の作り方の

紹介、顕微鏡を使って微小な昆虫を観察するコーナーを

設けています。昆虫は体のサイズが小さいためわかりにく

いのですが、拡大して観察すると驚くほど精巧な構造を

していることがわかるでしょう。

　農業環境変動研究センターは約135万点の昆虫標本

を所有しており、国内有数の所蔵点数になります。膨大な

数の標本を保管し、系統立てて調べることで、さまざまな

ことがわかります。学術的な研究に直接役立つのはもち

ろんですが、分類上の名前を決める“同定”をおこなうとき

にも標本は多くの情報を提供してくれます。たとえば、こ

れまで知られていない害虫が新規に発生した際、多くの

標本を参考にすれば、その中に該当するものがあるかも

しれません。実際に、2010年頃に南西諸島で発生した正

体のわからない「ガ」の同定では農業環境変動研究セン

ターの所蔵標本に該当するものがあり、迅速な同定に貢

献しました（図2）。

（環境情報基盤研究領域　中谷 至伸）

　農業環境変動研究センターでは、明治14年（1881年）

から約135年間にわたり採取・寄贈された微生物標本を

保管しています。農業環境中の微生物の研究は農作物の

病原菌の研究から始まりました。現在は、広く環境中の微

生物の働きを明らかにし、それらの微生物を役立てる研

究をしています。研究成果の紹介や所蔵標本の一部を展

示しています。

農業環境と微生物   ― 微生物展示 ―

昆虫のグループ分けについて標本を見ながら解説
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （説明者は中谷）

図1　水田畦畔で採集したカメムシ類の展示
明るく開けた場所を好むカメムシ類の多くの種が
畦畔を住みかにしていることがわかります。

図2　昆虫標本の活用例を紹介
解説パネル（左）とアフリカシロナヨトウ（右）

昆虫標本の作り方
甲虫やバッタの仲間は触角・脚を整えて乾燥させます。

（上）微生物の保存方法：試験管培養保存
（右）土のDNA診断：土壌から直接取り出
したDNAを調べる方法について実物の実
験装置を展示して解説しています。

　企画展示室では、土壌モノリス（土壌断面標本）の作り方や明治時代の

土性図、最新のデジタル土壌図のほか、地球温暖化対策の研究成果などを

展示しています。また、ウェブサイトで公開しているデータベース等を体験

できます。

公開データベースを体験   ― 企画展示 ―

体験コーナー
（左）歴史的農業環境閲覧システム：明治初期の地図（迅速測図、関
東地方のみ）と、現在の土地利用とをならべて見ることができます。
（右）土壌のCO2吸収「見える化」サイト：地図上で指定した農地土
壌のCO2吸収量（蓄積する炭素量の変化）が調べられます。

　明治から昭和にかけておこなわれた肥料分析や、同じ

時代の亜硫酸ガスによる農作物の被害（煙害）調査の資

料を展示しています。また、1959年（昭和34年）から続け

てきた農地土壌や農作物に含まれる放射性物質のモニ

タリング調査の結果や、2011年の原発事故以後の農地

土壌の放射性セシウム濃度分布図、調査のための測定機

器などを展示しています。

農業環境問題に取り組んだ歴史   ― 肥料・煙害・放射能モニタリング展示 ―

（上）大正4年（1915年）に撮影された四阪島精錬所
（愛媛県）、（右）被害を受けた植物の標本

農業と昆虫とのかかわり
― 昆虫展示 ―

◇利用案内◇　農業環境インベントリー展示館（農業環境変動研究センター内）
　開館時間：8:30 ～ 17:15
　休館日：土・日曜日、祝日、年末年始
　　見学を希望される方は、事前に農研機構ホームページの
　　申し込みフォームにてお申込みください。
　　（見学の内容はご相談ください。） 展示館案内 データベース等 見学申し込み

／／利用者の声／／標本等を実際に見ることができ、面白かったです。特に昆虫が印象に残りました。（高校生）／専門的なことをわかりやすく説
明してくれて、引き込まれました。（生産者団体）／分かりやすい標本などがあって良かった。標本の作り方について、詳しく教えてもらったので興
味がわいた。（中学生）／とても楽しかった。初めてこんなに土に感心させられた。また来たいです。（高校生）／可能であれば、土壌モノリスの説
明に作物生産の情報を加えるとより良くなると思う。（タイの学生）など


